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常陸太田市教育委員会定例会（９月）会議録 
 
 

１ 日  時    平成２７年９月３０日（水） 午後３時３０分 
２ 場  所    市役所 分庁舎 教育委員会 会議室 
３ 出席委員    委員長 小林 憲男 
          委員長職務代理者 本多 技研 

委員 佐川 美都里 
委員 大金 隆子 
教育長 中原 一博 

４  欠席委員        なし 
５ 事務局職員   教育次長 菊池 武 

教育総務課長 江尻 伸彦 
指導室長 西連寺 有 
生涯学習課長兼生涯学習センター館長 佐藤 芳孝 
文化課長 大畠 敬一 
スポーツ振興課長 根本康弘 
図書館長 金澤 栄 
学校給食センター所長 沼田 章 

６ 会議録署名委員 大金 隆子 委員 
７ 議  案 

議案第39号 

選   挙 

教育財産（金砂郷中学校）の所管換えについて 

常陸太田市教育委員会委員長の選挙について 

 

８ その他 
（１） 平成２７年第３回市議会定例会（９月定例会）一般質問要旨及び答弁要旨につ 

いて 
  （２）教育委員会委員による学校等訪問の実施について 
 
９ 閉  会 （午後４時３２分） 
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委員長 午後３時３０分、ただ今から教育委員会９月定例会を開会する。 
出席委員は全員出席。事務局職員ですが、図書館長が遅れて出席との報

告があった以外には全員出席。会議録署名委員は大金隆子委員にお願いす

る。早速、議案に入る。議案第３９号「教育財産（金砂郷中学校）の所管

換えについて」事務局から説明を願う。 

教育次長 それでは、１ページの議案第３９号について、説明をいたします。教育

財産（金砂郷中学校）の所管換えについて、 
次の教育財産の用途を廃止し、地方自治法第２３８条の２台３項の規定

に基づき、これを常陸太田市長に引き継ぐものとする。平成２７年９月３

０日提出。常陸太田市教育委員会 教育長 中原一博。 

提案の理由でございますが、平成２７年８月に金砂郷中学校の新しい校

舎が完成したので、既存の校舎を解体するにあたり、事前に売払いを実施

するため、普通財産に所管換えを行うものであります。 

２ページにいきまして、物件の表示が記載してあります。建物が１棟で

ございます。管理教室棟１棟、構造が鉄筋コンクリート３階建て、面積２，

８８３㎡を所管換えするものです。３ページから６ページにかけまして

は、学校施設台帳を記載してございますので、後ほどお読み取りいただき

たく思います。 
委員長 ただいまの説明に対して何か質問等ありますか？  
委員 異議なし。 
委員長 それでは、なければ、議案３９号については議決いただけたということ

といたします。 
続いて、「常陸太田市教育委員会委員長の選挙について」議題とします。

事務局から説明願います。 
教育次長 それでは、昨年１０月７日付けで就任されております「小林憲男委員長」

の任期・１年間が来月１０月６日をもって満了となるため、次期委員長を

選出する必要があります。 

市教育委員会会議規則附則の２により、改正前の常陸太田市教育委員会

会議規則の規定は、「現教育長が在職する間は、なおその効力を有する」

となっており、改正前・市教育委員会会議規則第５条第１項中、ただし書

きでは「委員長の任期満了前に次期委員長の選挙を行うことを妨げない」

となっていることから、本日この機会において選出をお願いするものであ

ります。 

なお、選挙の方法は、市教育委員会会議規則第５条第２項の規定により、

「指名推薦」の方法により行うこととされております。任期は来月１０月
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７日から１年間でございます。 

委員長 ただいま、事務局から説明がありましたように、選挙については、「指

名推薦」の方法で行うこととなります。委員の皆様のご意見をお願いいた

します。 

本多委員 やはり、いかがでしょうか？小林憲男委員長の再任をお願いしたく思い

ます。 
委員長 ただいま、委員長再任の声がありましたが、皆様いかがでしょうか？ご

異議ありませんでしょうか？ 
全委員 異議なし。小林委員長の再任をお願いいたします。 
委員長 それでは、ご推薦をいただきました。皆様からご推薦をいただきました

ので、恐縮ではありますが、委員長再任ということで引き続き務めさせて

いただきます。どうぞ、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
教育次長 それでは、１０月７日からの次期委員長が再任という形で選出をされま

した。ここで小林委員長から一言、ご挨拶をお願いしたいと思います。 
委員長 ～就任（再任）のあいさつ～ 
委員長 それでは、以上をもちまして、本日の９月定例会議案については、すべ

て終了となります。続いて、次第の「その他」に移ります。 
（１）平成２７年第３回市議会定例会（９月定例会）一般質問要旨及び

答弁要旨について、事務局から説明願います。 
教育次長 

 

 

 

それでは、資料の７ページをご覧ください。７ページから１０ページに

かけて記載がありますが、このたびの９月市議会では、教育関係において

３人の議員から質問がありました。 
まず、最初に藤田議員ですが、子育て支援の強化ということで発達障害

児の実態の推移について、その支援状況への進展について、質問がありま

した。これについては、就園・就学児童生徒で特別な支援が必要な児童生

徒数が、平成２７年度は幼稚園児７０名、小学校児童１３０名、中学校児

童７０名となっており、その割合が全体の約 6.9%となっていること。こ

れに対し２つ目の質問への答弁になりますが、特別支援教育指導員いわゆ

る介助員を幼稚園に１５名、小学校に１９名配置し、学習支援、生活支援、

安全支援を継続していること、これらを答弁しております。また、教職員

の中から特別支援教育コーディネーターを指名して関係機関との連携の

もと支援に努めている旨を答弁しております。新たに県立常陸太田特別支

援学校の小学部が開校したことから、各校の連携した支援を実施している

わけでありますが、その支援の内容については、資料に記載があるとおり

４点を挙げさせていただきました。今後も、関係部課等との橋渡しを行い、
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就学前と就学後の切れ目のない支援の充実を図っていきたいと考えてお

ります。 
次に同じく７ページですが、諏訪議員から獣害対策電気柵の普及に伴う

安全の確認、安全指導はどのように行われているのか、との質問がありま

した。こちらについては、７月１９日に発生した静岡県での事故を受け、

防災無線を通して保護者に対し子どもたちに電気柵に近づかないように

注意喚起し、あわせて電子メールにより、保護者に注意を呼び掛けたこと、

さらには、９月２日の市内学校長会議において、具体的に保護者に指導す

るよう各学校長に指示したところでありまして、その旨の対応経過につい

て答弁いたしました。 
最後に宇野議員からの質問でありますが、宇野議員からは３点の質問が

りました。１点目はネット依存への対策、２点目は不登校対策、３点目は

普通教室へのエアコンの設置について、以上の３点でございます。 
１つ目のネット依存対策ですが、現在のところ、市教育委員会では小中

学校の児童生徒がネット依存となり医療機関で治療を受けている報告は

ないこと。しかしながら、その一方で、携帯電話やスマートフォン等を長

い時間使ったり、メールでの誹謗中傷をしたり、悪質なサイトへアクセス

したりするなどのトラブルの発生も懸念されているのが実態であります。

本市の場合、全国に比較すると携帯電話を持っていない児童生徒が多い状

況ではありますが、ゲーム等に１時間から３時間ぐらい使っている児童生

徒もいるのも実態です。家庭学習や睡眠、食事等の時間が不規則になり、

始業時から疲れている様子を呈している児童生徒もいると報告を受けて

おります。そこで、児童生徒への啓発や情報提供としては、各学校におい

て、情報モラルを身に付けるよう指導していること。中学校においては、

生徒会が中心となり、いじめのない明るい学校づくりを推進しているこ

と。また、保護者にも安全な使い方の指導や家庭でのルール作りの必要性

について、保護者会などの折にお願いしている旨を答弁しております。職

員の研修の充実の必要性については、専門の講師を招いて教職員対象のメ

ディア教育研修会を開催しており、メディアリテラシーも含めた研修の充

実を図っている旨の答弁をしております。相談体制や医療機関等との連携

については、できるだけ早い機会に担任や養護教諭が面接をおこない、保

護者とも連携して関係機関に相談したり、医療機関へつなげたりするよう

学校に指導しているところであり、また、中学生が携帯電話等の使い方に

ついて真剣に話し合っている様子を広報紙や市ホームページに掲載する

などして、インターネットの危険性や適切な使い方について理解していた

だくよう、啓発していきたい旨を答弁しております。市が専門家を招いて
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の講演会を行うことに対しての考え方については、茨城メディア教育指導

員などの専門家を招き、保護者と生徒がともに参加して指導していただく

メディア教育講習会を実施していること。講習会の内容や方法等を工夫し

ながら開催して理解を深めていけるよう支援していくことを答弁してお

ります。 
次に、不登校対策の質問でありますが、本市では、心の教育を基盤とし

た学校教育を推進しており、人権教育や道徳，特別活動，生徒指導の充実

を図ってきており、不登校の未然防止や早期解決についてもきめ細かな対

応を進めております。各校とも不登校の児童生徒をまず出さないという姿

勢で進め、特に危機感を持ち、児童生徒が学校を休んだら電話や家庭訪問

を行って不登校に陥らないよう早めの支援に努めているところでありま

す。また、スクールカウンセラーから支援に係る専門的なアドバイスをい

ただき、問題の早期解決のための取り組みの充実を継続して図っておりま

す。加えて、各学校の生徒指導主事により毎月１回、不登校に特化した連

絡会を開催し、ケースごとに不登校の対応策について協議しております

が、そのような対応状況について答弁をしております。次にかわせみくら

ぶに通っている児童生徒の実態や今後の支援の在り方についてでありま

すが、平成２６年度は小学５年生が１名、中学１年生が２名、中学２年生

が２名、中学３年生が５名、合わせて１１名の児童生徒が在籍しているこ

と。今年度の８月末では、小学６年生が１名、中学２年生が２名、中学３

年生が３名、合わせて６名の児童生徒が在籍している実態を答弁しまし

た。また、スクールソーシャルワーカーの活用についての質問については、

現在、問題行動が頻繁に見られる児童生徒はいないことからその配置は行

っておらず、県の派遣制度を活用するほか、かわせみくらぶの運営を中心

に推進していくこと、新たな不登校児童生徒を出さないこと、本市学校教

育の柱である人権教育を柱とした心の教育の充実に努め、あたたかい人間

関係の学級や学校づくりに努めるよう指導していく旨を答弁しておりま

す。 
最後に、もう一点、小中学校普通教室へのエアコンの設置についての質

問がございました。これについては、今年６月から夏休みを除く７月にか

けての温度の計測結果を答弁しております。具体的には、３０℃を超えた

日数は６日間、そのうち半数以上の学校が３０℃を超えた日数は３日間、

２８℃を超えた日数は４日間であったこと。また、普通教室へのエアコン

設置費用、初期の導入経費でございますが、およそ４億８千６００万円と

試算している旨を答弁しております。文部科学省が実施した全国の公立学

校施設空調設備設置状況においては、エアコンを設置している教室数の率
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でありますが、全国平均では 32.8%、茨城県では 23.5%であり、今後、本

市としましても、暑さ対策については何かしらの対策を講じることが必要

であり、学習面、健康面、財政コストから慎重に検討していくことが必要

と考えております。これについては、今年８月に学校施設検討協議会を開

催し、その中で協議を始めたところでありますが、引き続き、学校施設検

討協議会の場面で多方面の委員からの意見集約を行っていく旨の答弁を

してまいりました。 
以上、一般質問の質問要旨及び答弁要旨の説明でございます。 

委員長 ありがとうございました。何か質問等はありますか？ 
佐川委員 不登校対策に関連して、かわせみくらぶとの説明があったが、かわせみ

くらぶとはどのようなものか？ 
指導室  何かしらの理由により学校に適応できない児童生徒が通級する適応指

導教室のことです。少人数での関わりが基本となります。カウンセラーに

よるカウンセリング対応など、徐々に登校に向くように支援しています。

旧誉田幼稚園跡地に平成１８年から開設しており、学校への登校が難しい

児童生徒であっても、かわせみくらぶに通級することで、学校そのものは

出席扱いを受けています。児童生徒への関わりも慎重な対応が必要になり

ますが、同時に保護者への支援も含めきめ細かな関わり、支援への関係性

構築が重要となっております。 
委員長  その他、ご意見ご質問等ございませんか？ 
全委員  特になし。 
委員長 事務局から行事等の事務連絡はありますか？ 
関係課長等 

 

 

 

 

 

 

・教育委員会委員による学校訪問（教育総務課） 
・里美地区認定こども園設置に係る質問と回答・認定こども園設置に係

る調整会議経過報告（教育総務課） 
・常陸太田市指定文化財集中曝涼（文化課） 
・大分県臼杵市との姉妹都市締結について（文化課） 
・次回、教育委員会定例会（１０月）日程について 
１０月２６日（月）午後３時～ 教育委員会会議室 
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